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亜鉛めっき

亜鉛めっき

亜鉛めっき

弊社はおかげさまで本年１０月より５０周年を迎えることができました。

弊社をごひいきにしていただきまして、 ありがとうございます。 今後ともよろしくお願いいたします。

お客様第一主義をモットーに「人材」「組織」「設備」などを充実させ、 一流のめっき加工サービスを提供し、 グ

レートカンパニーを目指しております。 そこでこのたび弊社は 「設備」 を充実させる目的で、 主に印刷機械向けローラー
の硬質鋼めっき専用工場を新設しました。 全国でも数少ない特徴のある設備を導入し、 精度の高い硬質銅めっき

加工が可能となりました。

銅めっきの特徴といたしまして「電気導電性」「熱伝導性」「高周波特性」「親水性」「浸炭防止性」「抗菌性」

等に優れていると言われています。

その可能性の多さゆえに多種多様な分野で今後益々の活躍が期待されています。 新しく生まれかわった

「フジコーの銅めっき」にご期待ください。 今後ともご指導ご鞭撻賜わりますようよろしくお願いもうしあげます。

■水平回転式銅めっき装置（LEVEL ROTATION COPPER-PLATING SYSTEM）

主に印刷機械向けローラの硬質銅めっきを行います。

新聞輪転機に代表される、 長尺 ・大型ローラーに威力を発揮する、

国内屈指の水平回転式の銅めっき装置です。

水平回転を行うことにより、 膜厚が均一化し、 ピンホールなどの欠陥

が発生しません。 安定した高品質の硬質銅めっきが実現できます。

※工場見学やお問い合わせは営業 ・外注部または担当中野まで

硬 質 銅 め っ き 専 用 工 場 新 設 ・稼 動 ！硬 質 銅 め っ き 専 用 工 場 新 設 ・稼 動 ！

■最大寸法　φ２００×２３００L
■可能膜厚　　最小３０μm　最大６００μm
■生産能力　３０本 /DAY （４００μm）
■鏡面仕上げ　Ｒｍａｘ0.2 まで可能
■振れ精度　　５μm以下
■精密加工　　円筒研削盤 （11 台）
　　　　　　　　　　鏡面研磨機 （8 台）
■加工実績　　ｲﾝｷｼﾘﾝﾀﾞｰ・ｲﾝｷﾝｸﾞﾛｰﾗｰ
　　　　　　　　　印刷ｼﾘﾝﾀﾞｰ・ 枚葉機用ﾛｰﾗｰ
　　　　　　　　　新聞輪転機用ﾛｰﾗｰ
■その他　　　鉄心製作可能



おかげさまで、ますます好評！！

フジコー株式会社

フジコーめっきPRESS
冬号
Winter

  時代を先読み「常務ブログ」
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～特に政治・経済は必見！？～

設備技術部

部長 岡嶋俊郎 様

さかのぼる事、２００７年１１月８日のブログ

もうこの時点で米国
「リーマンショック」を予想しているかのブログ

また日を改めてのブログ

また、10 月に終わった大統領選挙の大予想

なんと予想的中！！

でも最近休みがち・・・（T_T）

まだまだ読みたりない方はブログまでアクセス！！

フジコー　常務

検索
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【製造部課長紹介】

製造４課（バフ）
　課長　八木　徹

高い技術力をつけるため、大型のバフ工程を見ています大竹課長
とともに、日々実践により習得していっています。また、部下へ
の指導も怠ることなく、全体のレベルアップに励んでいます。
お客様に喜んでいただける製品作りを心がけて、ご希望に添えれ
るようにお客様との商談に参加することもあります。
なにより、横との連携を大事にしながら、同じバフ工程同士、
課長の意見交換をし、日々がんばっております。

２回にわたり課長紹介いたしました。

～ Part2 ～

製造５課（アルマイト）
　課長　松島一武

製造６課（銅めっき）
　課長　中野勝樹

このたび新しく銅めっき装置を新設いたしました。

主に印刷機械向けローラーの銅めっきを手がけております。

特別に設計された専用装置で、水平高速回転処理を行うことに

より、高精度・高高度の銅皮膜を得ることができます。

また銅は電気伝達性や熱伝導性・高周波特性・抗菌性といった

様々な特性を持っており、新しく誕生した「フジコーの銅めっき」

をよろしくおねがいいたします。

めっきや仕事の種類が沢山あり、間口の広い職場です。

お客様にもできる限りの情報・説明等の対応をさせて

いただきますので、来社された時にはお声をかけてください。

製造５課（無電解ニッケル・酸洗）
　技術課長　中西隆夫

無電解ニッケルめっき処理は工程が長く、複雑で各工程には

それぞれの物理的・化学的管理を必要とし、高度な技術が要

求される。スタッフは１０年以上の経験を持つ者が 2名で対

応しています。最近は５０μｍ以上の厚膜品や複雑な形状・

部分めっきが増加しており、その付加価値も高いとかんがえ

ております。

酸洗についても種々の処理工程があり、化学的知識が要求さ

れます。1年未満の新人２人の教育にも励んでおります。

技術のフジコーを支えるチームになりたいと考えております。
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おかげで大型シリンダーのピン加工を大量に行うことができ、翌年の９月
にはＣ工場の稼動もいっぱいになったことから硬質クロムめっきの他にア
ルマイト処理の自動機、無電解ニッケルめっきの自動機・黒染め処理の自
動機などにもチャレンジするため第３工場（姫路市阿保乙細田４１２－１）
も立ち上げた。

しかし、無電解ニッケルめっきの自動機・黒染め処理の自動機は製品不良
が多く発生したため壊してしまう（駄目にしてしまう）

この工程については、自動機を止め手動の工程にすばやく変更した。
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～フジコー誕生から未来へはばたく～
前回のおさらい：ある会社が増産体制に入るため、弊社での対応にめっき自動機を
　　　　　　　　　製作した

弊社正月休みの予定は１２月２９日（月）～１月４日（日）まで休みを頂いております。
１２月２３日（火）、１２月２８日（日）（仕事納め）は営業しておりますのでよろしくお願いいたします。

作成：平成２０年１２月 第８号

Ⅵ　「工場が浸水しても・・・」

ところが、１９９０年（平成２年）日本列島に台風１９号が上陸し９月１８日
には姫路市一帯も市川が氾濫し、工場は浸水してしまった。

しかし、このピンチの中、みんなで力を合わせて機械を水に浸けないように対
応したため実害はほとんどなかった。

１９９１年（平成３年）１２月　本社新工場完成（姫路市北条１０８０－２）

平成６年１月に四柱推命で設備投資は今年中にしなさいと助言を受けたため、
６月に第２工場から本社工場に大型めっき槽（１０Ｍ）を増設した。
同年１２月には第２工場の後地にプッシャー方式による硬質クロムめっき装置
を完成させた。この時、特にこの設備を新設したが、これを使用する製品の
受注はなかった。

すると平成７年１月１９日神戸大震災の影響でそれまで東洋機械金属株式会社
は神戸に発注していたタイバー及びガイドバー等の主力部品を神戸に運搬でき
なくなったため、これを弊社に依頼されるようになり、予想外の仕事の受注に
喜んだ。しかし、神戸は震災で大変な時、半年後、神戸のめっき会社も再稼動
できる状況になった。弊社にマイコンだタイバー及びガイドバーの仕事をすべ
て神戸のめっき会社に転注されるように東洋機械金属株式会社に社長は申し出
た。しかし結局、２年後には、神戸のめっき会社が硬質クロムめっき部門を撤
退したおかげで仕事も舞い戻ってくることになった。
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